
























































































































































































































788 最澄、近江国 （滋賀県）比叡山に一乗止観院 （のちの延暦寺）を創建する。
794 円仁、下野園都賀郡に生まれる。
806 1月26日、天台宗に年分度者二名 （止観業 ・遮那業）が許可される（天台宗の公認）。
808 円仁、広智に従い比叡山に登り、最澄の弟子となる（一説810年）。
813 12月、円仁、官試に及第し、天台宗止観業の年分度者となる。

























861 10月、 清和天皇の勅願により文殊楼院 （一行三昧院）を創建する。













































2. 1 2 根本如法塔
横川中堂の北方にあり、元亀兵火以前は如法堂または根本如法堂と呼ばれたが、焼き討ち後
































永十九年 （一六四二） の再建によるものであり、二重の楼閣となっている(17）。 ［図11］参照。
張保皐の赤山法華院と円仁の赤山禅院 11 











































































→戒壇院→法華総持院 （阿弥陀堂 ・東塔）→前唐院→西塔 ・浄土院
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居。不宣謹状 開成五年二月十七日 日本図求法僧傍燈法師位図仁状上 清海銀大使 底下謹空」 （『大













やうやしく簡単に記す 開成五年二月十七日 日本国求法僧伝燈法師位 円仁状を上る 清海鎮張大
使関下へり Fってうやうやしく」 cf.TAMURA, Kansei [1999: 440 441] 
( 3) 原本 （観智院本） には 「長jとあるが、文意に従って 「張」に訂正した。










( 6 ) cf. TAKE, Kakucho [1993 105. 2008 230] 
( 7 ) cf. TAKE. KakuchO [2008: 9-10] 
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( 9) 円仁関連略年表は、SAEKI.Arikiyo [1989: 293 303］所収の「略年譜」、TAKE.KakuchO [1993: 269-
273, 2008: 335 340］所収の「比叡山三塔諸堂略年表」、NHKPromotions Inc. [2007: 208-21日 所収の
「円仁関連年表」を用い、 取捨選択したものである。
(10) cf. NHK Promotions Inc. [2007: 158-159]. SHIMADA, Hiromi [2014: 63］には 「こう した円仁の創建
や中興の伝承は、文献史料によっては裏つけられず、必ずしも事実とは言えないものと思われるが、円
仁の弟子筋にあたる天台宗の僧侶たちが伝えていったものと考えられる。Jとある。
(1) cf. Agency for Cultural Affairs, Governm巴ntof Japan [2015: 50] 
(12) cf. TAKE, Kakucho [1993: 135. 2008: 249]. TAKE, Kakucho [1993: 7 Jには 「北洞幽閑の地横川に草
庵を結び自ら書写した法華経を納める小塔 （後の如法堂） を建てたのが横川発祥の起源をなすもので、
横川の地を首拐厳院と称し、承和三年 （八三六）には 「首楊厳院式」九条を定めている。その後、入唐
求法の旅から帰山して嘉祥元年 （八四人）、根本観音堂 （横川中堂） を創建して横川発展の基礎を国め
るのである。」とある。
(13) cf. TAKE. Kakucho [1993: 138 139, 2008 251] 
(14) cf. TAKE. Kakucho [1993: 139-140. 2008: 251 252] 
(15) cf. TAKE. Kakuch凸［1993:58-60. 2008: 199-200] 
(16) cf. TAKE, KakuchO [1993: 69 70. 2088: 206]. SAEKI, Arikiyo [1989: 251］には 「浄土院廟供は、斉衡
三年（八五六） 七月十六日に、 円仁が五台山竹林寺の風に習って、最澄の廟前において供養を行なった
ものとf云えられている。」とある。








(18) cf. TAKE, KakuchO [1993 65 68. 2008 204-206] 
(19) cf. TAKE Kakuch凸［199387, 2008 218 219] 
(20) ［年給］（ー「年料給分」のl略）年官と年爵。これを許された者 （給玉） は任意の者を一定の地位につ
けることができ、近親者を任官 －叙位させたり、任料 ・叙料を得たりすることができた。給主の地位に





した。J( r精選版日本国語大辞典』 2 1904) 






［図5］横川 ・赤山富真正面の横川中堂 ［図6］横Il 根本如法塔
I図7I西塔・常行堂 [IZ 8 I西塔・法華堂
20 張保阜の赤山法華｜淀と円仁の赤山禅院
［図9］西塔・常行堂 ［図10］西塔 －浄土院
［図11］東塔－文殊楼 [ [jg[l2］東塔 j青海鎮大使張保皐碑
［図13］東塔 ・1青海鋲大使張保皐碑 ［図14］東塔 －法華総持院 （東塔）
［図15］東塔法華総持院 （東塔） ［図16］同左（阿弥陀堂）
張保皐の赤山法華院と円仁の赤山禅｜淀 21 
［図17）東塔 ・前唐院 ［図18）赤山禅院の山門
［図19）赤山禅院の境内地図
監！うト品グ診
［図21］泰山府君絵馬 ［灰12）横川 定光院の赤山大明神｛象
［図23）慈党大師街l廟 ［図24］怒党大印til答
